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一　

問
題
の
所
在

こ
れ
ま
で
、
永
観
の
往
生
思
想
を
考
察
す
る
に
あ
た
り
、
当
然
の
よ
う
に
そ
の
前

提
と
さ
れ
て
き
た
の
が
、
永
観
が
三
論
僧
で
あ
り
、
そ
の
往
生
思
想
は
三
論
系
の
浄

土
往
生
思
想
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
前
提
は

本
当
に
正
し
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
、
永
観

の
往
生
思
想
の
、
さ
ら
に
は
そ
の
念
仏
行
の
中
心
の
一
つ
で
あ
る
法
身
同
体
、
そ
の

構
成
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
と
さ
れ
て
き
た
、
三
論
教
学
の
影
響
、
特
に

一
切
空
思
想
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
か
を
改
め
て
考
察
し
て
み
た

い
と
思
う
。

二　

永
観
に
お
け
る
三
論
教
学
の
影
響

先
ず
最
初
に
、
確
認
し
て
お
く
べ
き
点
は
、
永
観
が
古
来
よ
り
三
論
僧
と
位
置
づ

け
ら
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
筆
者
は
、
学
位
請
求
論
文
に
お
い
て
、
永
観
の
真
言

僧
と
し
て
の
一
面
か
ら
の
考
察
を
主
眼
に
お
い
て
主
に
研
究
を
進
め
た
。
た
だ
し
筆

者
も
、
学
位
請
求
論
文
で
は
真
言
僧
と
し
て
の
一
面
を
強
調
し
、
真
言
僧
の
一
面
か

ら
の
考
察
を
中
心
に
行
っ
た
が
、
決
し
て
三
論
僧
と
し
て
の
立
場
を
完
全
に
否
定
す

る
わ
け
で
は
な
い
。
以
下
に
な
ぜ
永
観
が
三
論
僧
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
の
か
、

ま
と
め
て
み
た
。

一
般
的
に
永
観
は
、
若
い
頃
東
大
寺
東
南
院
に
お
り
、
史
料
に
お
い
て
も
東
大
寺
東

南
院
を
本
寺
と
す
る
三
論
僧
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。『
東
大
寺
別
当
次
第
』
に
は
、

前
律
師
永
観
。
禅
林
寺
。
康
和
二
年
五
月
廿
一
日
任
。
年
六
十
八
。
三
論
宗
。

本
寺
東
南
院
。
八
幡
別
当
元
命
三
男
。
有
慶
深
観
両
大
僧
都
資（

（
（

永
観
の
項
に
本
寺
を
東
大
寺
東
南
院
、
宗
派
を
三
論
宗
と
し
て
い
る
。
凝
然
の
『
浄

土
法
門
源
流
章
』
に
も
、

中
古
有
三
論
永
観
律
師
。
兼
帰
浄
教
。
作
弥
陀
要
記
往
生
拾
因
等（

（
（

と
あ
り
、鎌
倉
時
代
に
は
永
観
は
三
論
宗
を
本
宗
と
す
る
僧
侶
と
い
う
位
置
づ
け
が
、

既
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
古
い
資
料
に
お
い
て
も
、
永
観
を
南
都
三
論
宗
の

僧
侶
と
位
置
づ
け
る
傾
向
が
強
い
。

ま
た
『
往
生
拾
因
』
の
末
尾
に
も
東
大
寺
沙
門
と
記
さ
れ
て
い
る（

（
（

こ
と
か
ら
、
現

在
の
研
究
に
お
い
て
も
、
井
上
光
貞
氏
を
は
じ
め（

（
（

、
永
観
を
三
論
僧
と
位
置
づ
け
る

こ
と
が
多
い
。
ま
た
元
興
寺
智
光
（
七
〇
九
～
七
八
〇
？
）
に
代
表
さ
れ
る
奈
良
時

代
に
既
に
見
ら
れ
る
南
都
、
特
に
三
論
宗
に
お
け
る
往
生
思
想
の
流
れ
の
中
で
、
永

観
を
平
安
後
期
に
現
れ
た
三
論
宗
の
往
生
信
仰
者
の
一
人
と
し
て
見
な
さ
れ
る
こ
と

も
あ
る（

（
（

。
加
え
て
永
観
が
、
出
家
後
最
初
に
入
っ
た
東
大
寺
の
東
南
院
が
、
三
論
と

密
教
を
兼
学
す
る
院
家
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
指
摘
さ
れ
る
と
お
り
で
あ

り
、
師
匠
の
有
慶
は
三
論
の
高
僧
で
あ
り
、『
東
大
寺
別
当
次
第
』
に
も
、

有
慶
深
観
両
大
僧
都
資（

（
（

師
僧
に
真
言
僧
で
あ
る
深
観
と
共
に
、三
論
僧
で
あ
る
有
慶
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
永
観
は
法
会
な
ど
に
お
い
て
、

承
暦
三
年　

講
師
永
観
東
大
寺
三
論
宗（

（
（

三
論
僧
と
し
て
出
仕
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
史
料
か
ら
永
観
を
こ
れ
ま
で
三
論
宗

の
僧
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
。

永
観
の
往
生
思
想
に
お
け
る
三
論
教
学
位
置
付
け
の
再
考	

舎　

奈　

田　

智　

宏
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三　

先
行
研
究
に
み
ら
れ
る
法
身
同
体
に
お
け
る

三
論
教
学
の
影
響

ま
た
永
観
が
、三
論
僧
で
あ
る
と
古
来
か
ら
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
の
と
同
じ
く
、

こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
に
お
い
て
も
、
永
観
の
往
生
思
想
は
、
三
論
系
の
往
生
思
想

と
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
永
観
の
著
作
で
あ
る
『
往
生
拾
因
』
第
七
三

業
相
応
に
お
い
て
、

法
華
玄
云
。
口
業
称
名
必
具
三
業
。
発
声
口
業
動
舌
身
業
。
経
意
意
業
。
身
業

礼
拝
具
身
意
二
業
。
意
業
存
念
唯
意
業
也
。
已
上（

（
（

。

称
名
念
仏
が
三
業
に
相
応
す
る
行
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
た
め
に
、
三
論
の
大
家
で

あ
る
吉
蔵
の
『
法
華
玄
論
』
を
用
い
て
い
る
。
ま
た
第
八
三
昧
発
得
に
お
い
て
三
論

僧
で
あ
る
智
光
の
説
話
を
、

元
興
寺
智
光
頼
光
従
小
年
同
室
修
学
。（
中
略
）
智
光
夢
覚
。
忽
命
書
工
令
図

夢
所
見
浄
土
相
。
一
生
観
之
終
得
往
生
。
已
上（

（
（

。	

引
用
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
も
、
永
観
の
往
生
思
想
に
三
論
宗
の
影
響
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
永
観
の
三
論
教
学
の
影
響
の
最
も
大
き
な
点
と
さ
れ
る
の
は
、

『
往
生
拾
因
』
に
お
け
る
念
仏
行
の
中
心
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
第
九
因
法
身
同
体
で

あ
ろ
う
。
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
三
論
教
学
に
お
け
る
一
切
諸
法
無
自
性
空
の
思

想
が
、
法
身
同
体
思
想
の
中
心
的
な
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
て
き
た
。

た
と
え
ば
明
山
安
雄
氏
は
、
永
観
が
三
昧
発
得
、
法
身
同
体
観
を
説
い
て
い
る
こ

と
を
挙
げ
て
、

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
な
深
い
観
法
を
説
い
た
理
由
と
し
て
、善
導
の
思
想（
と

く
に
「
観
経
疏
」
散
善
義
を
中
心
に
）
を
吸
収
す
る
に
当
っ
て
永
観
自
ら
に
既

成
し
て
い
た
法
身
同
体
説
な
ど
に
よ
っ
て
指
摘
出
来
た
よ
う
に
、
全
く
聖
道
門

的
思
想―

（
三
論
教
学
）―

見
解
の
立
場
か
ら
脱
し
得
な
か
っ
た
事
は
当
然
の

帰
結
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
ず
（
以
下
略（
（（
（

）。

と
述
べ
て
い
る
。
香
月
乗
光
氏
も
、
永
観
の
一
心
三
昧
発
得
の
念
仏
行
や
法
身
同
体

観
を
説
い
た
こ
と
を
挙
げ
て
、

永
観
が
散
善
義
に
よ
っ
て
随
順
本
願
を
説
い
た
に
も
拘
ら
ず
尚
こ
の
よ
う
な
深

い
観
法
を
説
き
、
は
げ
し
い
修
道
を
勧
め
た
こ
と
は
、
結
局
三
論
宗
の
立
場
方

か
ら
脱
し
去
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る（
（（
（

。

と
指
摘
し
て
い
る
。
他
に
も
浅
井
圓
道
氏
は
、

つ
ま
り
真
言
宗
の
阿
字
本
不
生
観
、
三
論
宗
の
八
不
中
道
観
に
よ
っ
て
衆
生
に

遍
満
す
る
法
身
理
を
悟
る
と
い
う
わ
け
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
も
深
観
ゆ
づ
り
の

真
言
宗
、
自
分
の
本
分
の
三
論
学
と
い
う
素
養
が
顕
れ
出
て
く
る（
（（
（

。

と
指
摘
し
、
三
論
教
学
の
影
響
を
示
唆
し
て
い
る
。
永
観
の
研
究
を
数
多
く
残
さ
れ

て
い
る
大
谷
旭
雄
氏
も
、

法
身
同
体
と
は
三
論
で
い
う
体
空
観
と
い
え
る（
（（
（

。

再
論
す
れ
ば
、
念
仏
宗
は
永
観
の
所
依
と
し
た
東
大
寺
三
論
と
決
別
す
る
こ
と

な
く
主
張
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
三
論
宗
の
主
眼
と
帰
結
、
つ
ま
り
一
切
衆
生

の
病
患
た
る
有
所
得
の
執
見
を
治
息
し
、そ
こ
に
顕
現
す
る
無
所
得
の
円
理（
諸

法
無
自
性
空
無
我
・
法
身
同
体
）
に
通
達
せ
し
め
よ
う
と
す
る
な
か
で
、
法
身

同
体
の
観
法
を
説
き
、
末
代
に
お
け
る
観
法
成
就
の
唯
一
の
手
段
・
実
践
と
し

て
弥
陀
の
本
願
に
随
順
す
る
念
仏
一
行
に
注
目
し
、
こ
れ
に
甚
深
の
確
信
を
え

た
と
こ
ろ
に
念
仏
宗
と
称
す
る
理
由
が
存
し
た
と
い
え
よ
う（
（（
（

。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
挙
げ
た
も
の
以
外
の
研
究
に
お
い
て
も
、
永
観
が
三

論
僧
で
あ
り
、
そ
の
念
仏
行
の
中
心
と
な
る
法
身
同
体
に
あ
る
空
思
想
は
、
三
論
教

学
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
り
、
ゆ
え
に
永
観
の
往
生
思
想
は
三
論
教
学
の
枠
内

で
論
じ
ら
れ
る
も
の
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

以
上
先
行
研
究
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
三
論
教
学
は
、
永
観
の
往
生
思

想
、
特
に
第
九
章
に
あ
た
る
法
身
同
体
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と

さ
れ
て
き
た
。
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四　

法
身
同
体
に
お
け
る
一
切
空
思
想
の
位
置
づ
け

で
は
実
際
の
と
こ
ろ
、
法
身
同
体
に
お
け
る
三
論
教
学
の
影
響
と
は
、
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
点
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

法
身
同
体
思
想
に
お
け
る
三
論
教
学
の
影
響
と
は
、
一
つ
に
は
、
法
身
を
意
味
す

る
も
の
と
し
て
、
阿
字
門
中
の
本
不
生
と
並
ん
で
、

今
法
身
者
入
阿
字
門
悟
一
切
法
本
不
生
際
。
是
則
中
論
所
説
八
不
之
中
第
一
不

也
。
謂
縁
生
諸
法
各
無
自
性
。
無
自
性
故
本
不
生
也（
（（
（

。

『
中
論
』
の
八
不
の
第
一
、
即
ち
不
生
が
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
。

第
二
に
、
法
身
同
体
の
中
核
と
さ
れ
て
き
た
一
切
諸
法
無
自
性
空
と
い
う
思
想
で

あ
る
。
一
切
諸
法
が
無
自
性
空
で
あ
る
が
故
に
、
衆
生
と
阿
弥
陀
の
法
身
が
同
質
で

あ
り
、同
体
を
観
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
一
切
諸
法
無
自
性
空
と
い
う
思
想
が
、

空
思
想
を
重
要
視
す
る
三
論
教
学
、
ま
た
は
そ
の
大
き
な
影
響
で
あ
る
と
さ
れ
て
き

た
。で

は
、
永
観
は
、
こ
の
一
切
諸
法
無
自
性
空
を
説
く
に
当
た
り
、
こ
の
他
ど
の
よ

う
な
論
書
を
引
用
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
、挙
げ
て
み
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

ま
ず
、
法
身
同
体
冒
頭
で
は
、『
無
量
寿
経
』
を
引
用
し
て
い
る
。

双
巻
経
云
。
通
達
諸
法
性
一
切
空
無
我
。
専
求
浄
仏
土
必
成
如
是
刹（
（（
（

。

他
に
は
空
海
の
『
最
勝
王
教
秘
密
伽
陀
』、

故
有
文
云
。
我
由
無
明
妄
三
業
夢
裹
造
作
衆
罪
障
。
乗
覚
思
惟
無
作
者
。
我
心

如
空
。
罪
何
住（
（（
（

。

『
華
厳
経
』

故
華
厳
経
云
。
了
知
一
切
法
自
性
無
所
有
。
若
能
如
是
解
即
見
盧
舍
那
。
已

上（
（（
（

。

『
奮
迅
王
経
』

如
奮
迅
王
経
中
説
。
遮
魔
語
金
剛
齊
菩
薩
言
。
我
一
千
年
観
汝
心
行
常
求
汝
便
。

而
不
能
得
。
菩
薩
比
丘
言
。
假
使
於
恒
沙
劫
求
我
心
亦
不
可
得
。
心
不
在
内
不

在
外
。
不
在
二
處
。
不
在
中
間
。
魔
言
。
若
汝
無
心
云
何
去
来
亦
有
言
説
。
比

丘
言
。
如
幻
人
有
去
来
言
説
。
故
仏
常
説
諸
法
如
幻
。
已
上（
（（
（

。

『
心
地
観
経
』

心
地
観
経
云
。
如
是
心
法
本
非
有
。
凡
夫
執
迷
謂
非
無
。
若
能
観
心
体
性
空
。

惑
障
不
生
便
解
脱
。
已
上（
（（
（

。

以
上
の
よ
う
な
経
論
を
引
用
し
て
一
切
空
無
我
、
自
性
空
と
い
っ
た
一
切
諸
法
無
自

性
空
無
我
の
思
想
を
説
い
て
い
る
。
確
か
に
こ
こ
で
永
観
が
引
い
た
経
論
に
は
一
切

空
や
、
諸
法
の
無
自
性
と
い
っ
た
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
経

論
は
、『
無
量
寿
経
』
を
は
じ
め
、
空
海
の
『
最
勝
王
教
秘
密
伽
陀
』、『
華
厳
経
』

と
い
っ
た
も
の
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
『
中
論
』
や
『
十
二
門
論
』、『
百
論
』
と
い
っ

た
三
論
教
学
の
中
心
と
な
る
書
物
や
、
三
論
系
の
人
物
（
吉
蔵
な
ど
）
の
著
作
を
用

い
た
り
し
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
最
初
に
挙
げ
た
二
点
の
文
以
外
で
は
、
一
切
空
を

説
く
に
あ
た
り
三
論
系
の
論
書
を
引
用
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
も
し
も
三
論
教
学

を
中
心
に
据
え
る
の
な
ら
ば
、
空
海
の
『
最
勝
王
教
秘
密
伽
陀
』
や
『
華
厳
経
』
よ

り
も
、
も
っ
と
ふ
さ
わ
し
い
経
論
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
切
諸
法
無

自
性
空
を
説
く
た
め
に
永
観
が
引
用
し
た
経
論
は
、
い
ず
れ
も
三
論
教
学
を
説
く
も

の
で
は
な
い
。
無
論
そ
こ
に
は
、
一
切
諸
法
無
自
性
空
無
我
の
思
想
が
説
か
れ
な
い

と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
だ
が
こ
の
法
身
同
体
が
三
論
教
学
の
空
思
想
に
基
づ
い
た

も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
永
観
研
究
の
基
本
的
な
解
釈
（
永
観
の
往
生
思

想
、
特
に
法
身
同
体
が
三
論
教
学
の
一
切
空
思
想
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
と
い
う

も
の
）
か
ら
す
れ
ば
、
永
観
の
用
い
て
い
る
経
論
が
、
三
論
教
学
を
説
く
も
の
で
は

な
い
と
い
う
の
は
、
説
明
が
つ
か
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

も
ち
ろ
ん
法
身
を
あ
ら
わ
す
部
分
に
お
け
る
『
中
論
』
と
、
そ
れ
に
続
く
僧
肇（
（（
（

（
三
八
四
～
四
一
四
）
の
著
作
で
あ
る
『
肇
論
』
か
ら
の
引
用
、

肇
公
云
。
道
遠
乎
哉
。
触
事
而
真（
（（
（

。

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
三
論
教
学
に
影
響
を
与
え
た
論
書
を
引
用
し
て
い
る
箇
所
も

あ
る
。
ま
た
以
下
の
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非
唯
衆
生
心
。
諸
仏
心
亦
空
。
凡
心
性
一
味
迷
悟
不
二
。
仏
心
中
衆
生
迷
迷
無

所
迷
。
衆
生
心
中
仏
悟
悟
無
所
悟
。
実
心
性
空
不
生
不
滅
不
常
不
断
不
一
不
異

不
来
不
去
。
無
相
可
得
畢
竟
無
念
。
以
無
念
故
即
無
染
著
。
無
染
著
故
自
性
清

浄（
（（
（

。

と
い
う
一
文
に
あ
る
よ
う
に
、『
中
論
』
の
八
不
を
参
照
し
つ
つ
、
永
観
自
身
の
言

葉
で
、
一
切
空
を
説
い
て
い
る
箇
所
も
あ
る
。

だ
が
、『
中
論
』
は
、
直
接
的
に
用
い
て
い
る
の
は
、
八
不
（
特
に
不
生
）
の
み

で
あ
り
、
僧
肇
の
著
作
の
引
用
も
僅
か
な
部
分
で
し
か
な
い
。
三
論
教
学
を
説
く
論

書
の
引
用
は
、
そ
の
他
の
一
切
正
法
無
自
性
空
無
我
の
思
想
を
説
く
論
書
に
比
べ
る

と
、
明
ら
か
に
少
な
い
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
こ
こ
ま
で
の
考
察
か
ら
、
こ
れ
ま
で
、
三
論
教
学
に
基
づ
く
と
考
え
ら

れ
て
き
た
、
法
身
同
体
に
お
け
る
一
切
諸
法
無
自
性
空
無
我
と
い
う
思
想
が
、
引
用

さ
れ
て
い
る
経
論
か
ら
考
え
る
と
、
か
な
ら
ず
し
も
三
論
教
学
の
影
響
の
み
に
限
定

し
て
説
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

さ
ら
に
こ
の
永
観
の
経
論
の
引
用
に
お
け
る
姿
勢
か
ら
、一
切
法
無
自
性
空
と
は
、

三
論
教
学
で
は
な
く
、
む
し
ろ
通
仏
教
的
な
意
味
で
用
い
ら
れ
る
空
思
想
の
視
点
で

は
な
い
の
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。　
　

も
ち
ろ
ん
一
切
空
と
い
う
思
想
は
、
永
観
の
立
場
や
、
吉
蔵
の
著
作
、
智
光
の
伝

記
の
引
用
な
ど
、『
中
論
』
の
影
響
等
か
ら
考
え
れ
ば
、
こ
の
法
身
同
体
に
お
け
る

一
切
諸
法
無
自
性
空
に
は
三
論
教
学
の
影
響
も
あ
る
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ゆ

え
に
、
法
身
同
体
の
中
身
は
、
確
か
に
大
谷
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、
あ
る
意
味
で
三

論
教
学
に
お
け
る
体
空
観
で
も
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
り
、
三
論
教
学
も
、
法
身

同
体
の
思
想
を
形
成
す
る
重
要
な
要
素
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

し
か
し
法
身
同
体
の
冒
頭
に
引
用
さ
れ
た
『
無
量
寿
経
』
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

一
切
諸
法
無
自
性
空
無
我
と
い
う
空
思
想
は
、
様
々
な
経
論
に
お
い
て
説
か
れ
る
通

仏
教
的
な
基
礎
的
な
思
想
で
あ
る
。
確
か
に
三
論
教
学
に
お
い
て
空
思
想
は
強
調
さ

れ
る
が
、
三
論
教
学
の
み
に
お
い
て
空
思
想
が
説
か
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
つ
ま
り

厳
密
な
意
味
で
法
身
同
体
に
認
め
ら
れ
る
三
論
教
学
は
、法
身
を
意
味
す
る
『
中
論
』

に
お
け
る
八
不
の
（
特
に
不
生
）
の
み
で
あ
る
。
つ
ま
り
一
切
諸
法
無
自
性
空
無
我

の
思
想
が
法
身
同
体
に
お
い
て
説
か
れ
る
と
は
い
え
、
そ
の
空
思
想
は
、
三
論
教
学

と
い
う
よ
り
は
、
通
仏
教
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
通
仏
教
的
な
空
思
想
の
一
部
に

三
論
教
学
が
含
ま
れ
て
い
る
と
み
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
、
三
論
教
学
の
影
響
を
含
め
た
空
思
想
と
は
、
法
身
同
体
思
想
の
中
で
い
か

な
る
位
置
づ
け
に
あ
る
と
い
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
考
え
た
い
の
は
、
法
身
と

の
関
連
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
『
往
生
拾
因
』
の
法
身
同
体
に
お
い
て
、法
身
と
は
『
大

乗
起
信
論
』
な
ど
の
如
来
蔵
思
想
を
中
心
に
説
か
れ
て
い
る
。
加
え
て
『
中
論
』
の

不
生
と
、
こ
の
三
論
教
学
を
含
め
た
一
切
諸
法
無
自
性
空
無
我
の
思
想
も
間
違
い
な

く
、
そ
の
法
身
観
の
構
成
の
一
翼
を
荷
っ
て
い
る
。
だ
が
む
し
ろ
こ
の
三
論
教
学
の

影
響
と
は
、
法
身
を
示
す
と
い
う
よ
り
も
、
法
身
の
性
質
に
一
切
諸
法
無
自
性
空
無

我
と
い
う
意
味
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
む
し
ろ
同
体
と
い
う
面
を
よ
り
強
調
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
法
身
が
、
無
自
性
空
と
い
う
性
質
を
持
っ
て
い
る
が
故
に
、
さ
ら
に
は

法
身
も
含
め
た
一
切
の
諸
法
が
、
空
で
あ
り
無
自
性
で
あ
る
が
故
に
、
衆
生
の
法
身

と
、
如
来
の
法
身
が
不
二
の
存
在
で
あ
り
、
こ
の
二
つ
が
同
体
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
よ
り
明
確
に
表
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
凡
夫
の
法
身
と
、
悟

り
を
開
い
た
如
来
の
法
身
が
不
二
で
あ
る
そ
の
理
由
は
、一
切
の
諸
法
が
空
で
あ
り
、

無
自
性
で
あ
る
が
故
で
あ
る
。そ
の
故
に
同
体
を
観
ず
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
は
一
切
諸
法
無
自
性
空
と
い
う
そ
の
思
想
が
、
法
身
同
体
に
お
け
る
衆
生
と

阿
弥
陀
如
来
の
法
身
が
同
体
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
、
そ
の
理
論
の
中
心
と

な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
法
身
同
体
は
、
称
名
念
仏
行
に
よ
り
、
弥
陀
の
法
身

と
衆
生
の
法
身
と
の
不
二
の
関
係
性
を
、
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
説
く
が
、
そ
の
た

め
の
理
論
が
三
論
教
学
を
含
め
た
一
切
諸
法
無
自
性
空
と
い
う
そ
の
思
想
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。　

そ
し
て
そ
の
役
割
は
、
そ
の
一
切
法
無
自
性
空
で
あ
る
が
故
に
、
弥
陀
と
衆
生
も
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本
来
不
二
で
あ
り
、
そ
の
故
に
法
身
の
同
体
を
観
ず
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
に
よ
っ

て
極
楽
浄
土
へ
の
往
生
を
得
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
の
弥
陀
の
法
身
と
衆
生
が
同
体

と
な
る
と
い
う
、理
論
面
で
の
中
核
と
し
て
の
面
が
強
い
の
で
は
な
い
か
と
い
え
る
。

そ
し
て
そ
の
故
に
、
法
身
同
体
観
の
内
容
そ
の
も
の
に
も
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。

す
な
わ
ち
法
身
同
体
は
、
あ
く
ま
で
も
称
名
念
仏
行
に
よ
る
極
楽
往
生
が
中
心
と

な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
を
考
察
し
て
い
く
と
、
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と

が
で
き
る
。

法
身
は
『
大
乗
起
信
論
』
な
ど
の
如
来
蔵
思
想
を
中
心
に
、
密
教
的
な
阿
字
観
の

本
不
生
や
自
性
清
浄
、『
中
論
』
の
不
生
な
ど
に
よ
っ
て
説
か
れ
る
。

一
方
同
体
は
、
真
言
密
教
に
お
け
る
即
身
成
仏
な
ど
を
背
景
に
、
三
論
教
学
を
含

め
た
一
切
諸
法
無
自
性
空
無
我
の
思
想
を
中
心
に
、『
大
乗
起
信
論
』
に
お
け
る
法

界
一
相
等
に
よ
っ
て
も
説
か
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
原
則
的
に
は
、
こ
の
法
身
と
同
体
の
二
つ
が
別
々
に
存
在
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
く
、
ま
た
厳
密
に
法
身
を
示
す
内
容
が
如
来
蔵
思
想
の
み
で
説
明
さ
れ
て

い
る
わ
け
で
は
な
く
、
同
体
が
一
切
諸
法
無
自
性
空
無
我
の
思
想
の
み
で
説
か
れ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
そ
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
法
身
が
如

来
蔵
思
想
、
同
体
が
一
切
空
の
思
想
を
中
心
に
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と

が
で
き
る
。

五　

法
身
同
体
思
想
、
永
観
の
往
生
思
想
の

再
検
討
の
必
要
性

こ
こ
ま
で
の
考
察
の
結
果
か
ら
、
こ
れ
ま
で
先
行
研
究
で
共
通
認
識
と
し
て
述
べ

ら
れ
て
き
た
、
永
観
の
往
生
思
想
を
、
三
論
系
往
生
信
仰
者
と
し
て
の
、
三
論
教
学

的
空
思
想
を
説
く
法
身
同
体
思
想
を
中
心
と
し
た
往
生
思
想
、と
考
え
る
枠
組
み
が
、

必
ず
し
も
正
確
な
も
の
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

加
え
て
述
べ
る
な
ら
ば
、『
往
生
拾
因
』
の
法
身
同
体
以
外
の
部
分
に
お
け
る
三
論

教
学
の
影
響
も
、
前
述
の
二
箇
所
以
外
に
は
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
永
観
研
究
は
、
こ
の
法
身
同
体
が
、
三
論
教
学
に
基
づ
い
た
も
の
で

あ
り
、
三
論
宗
の
枠
内
で
説
か
れ
る
往
生
思
想
で
あ
る
が
故
に
、
こ
の
法
身
同
体
観

が
説
か
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
も
し
こ
の
、

「
法
身
同
体
＝
三
論
僧
で
あ
る
永
観
が
説
い
た
、
三
論
教
学
に
よ
る
空
思
想
を

中
心
と
し
た
も
の
。」

と
い
う
概
念
規
定
が
崩
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の
永
観
研
究
は
、
あ
る
一

定
の
見
直
し
を
す
る
必
要
が
で
て
く
る
。

そ
も
そ
も
永
観
が
、
東
大
寺
東
南
院
を
本
寺
と
す
る
三
論
系
の
往
生
信
仰
者
で
あ

る
が
ゆ
え
に
、
そ
の
往
生
思
想
に
は
三
論
教
学
の
影
響
が
あ
り
、
そ
の
最
も
影
響
を

受
け
た
部
分
が
、
法
身
同
体
に
説
か
れ
る
空
思
想
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。

そ
こ
に
は
真
言
密
教
の
影
響
や
、『
大
乗
起
信
論
』
を
始
め
と
す
る
様
々
な
諸
経
論

が
引
用
さ
れ
な
が
ら
も
、
三
論
教
学
に
お
け
る
一
切
空
思
想
を
中
心
に
、
法
身
同
体

思
想
は
構
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
、
永
観
研
究
の
い
わ
ば

前
提
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
永
観
の
研
究
で
は
、
こ
の
法
身
同
体
が
説
か
れ
る
こ
と
が
三
論
の
思
想
の

枠
を
出
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
の
大
き
な
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
も
し

一
切
諸
法
無
自
性
空
と
い
う
こ
の
永
観
の
法
身
同
体
の
中
核
を
な
す
思
想
が
、
三
論

教
学
を
中
心
と
し
た
思
想
で
は
な
く
、『
無
量
寿
経
』
と
い
う
浄
土
往
生
思
想
を
説

く
経
典
も
含
め
た
通
仏
教
的
な
意
味
で
あ
れ
ば
、
こ
の
法
身
同
体
が
三
論
的
な
思
想

で
あ
る
と
い
う
視
点
、
つ
ま
り
は
永
観
の
往
生
思
想
の
位
置
づ
け
の
、
最
も
根
幹
と

な
る
部
分
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
さ
ら
に
重
要
な
点
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
多
く
の
古
い
史
料
に
も
記
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
永
観
は
こ
れ
ま
で
主
に
三
論
僧
と
見
ら
れ
て
き
た
が
、
永
観
を
た

だ
三
論
宗
の
僧
と
し
て
み
る
べ
き
で
は
な
い
。
例
え
ば
永
観
の
生
涯
に
お
け
る
様
々

な
要
因
を
見
る
に
、
彼
が
、
真
言
僧
で
あ
る
と
い
う
一
面
を
強
く
も
っ
て
い
る
こ
と
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が
、
理
解
で
き
る
。

ペ
ー
ジ
の
都
合
上
詳
細
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
く
が
、
単
に
永
観
を
三
論
僧
と
し

て
み
る
の
で
は
な
く
、
真
言
僧
と
し
て
見
る
こ
と
も
十
分
に
可
能
な
の
で
あ
る
。
永

観
が
三
論
宗
の
僧
侶
で
あ
り
、
一
切
空
思
想
を
説
い
て
い
る
か
ら
、
三
論
系
の
往
生

信
仰
者
、
往
生
思
想
と
さ
れ
て
き
た
感
が
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
三
論
と
い
う
視
点

で
の
み
永
観
を
考
察
す
る
こ
と
は
、
誤
解
を
生
じ
る
部
分
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
無
論
、
永
観
の
三
論
僧
と
し
て
の
立
場
や
、『
中
論
』
を
用
い
て
い
る
こ
と

等
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
永
観
の
往
生
思
想
に
三
論
教
学
の
影
響
が
あ
る
こ

と
は
、
あ
る
意
味
で
当
然
の
こ
と
で
も
あ
る
。
し
か
し
一
方
で
、
法
身
同
体
に
お
い

て
一
切
諸
法
無
自
性
空
を
説
く
に
あ
た
り
、
そ
れ
を
立
証
す
る
経
論
の
引
用
に
お
い

て
三
論
系
の
経
論
を
積
極
的
に
用
い
て
い
な
い
と
い
う
点
を
含
め
て
、
永
観
が
そ
れ

ほ
ど
多
く
の
三
論
系
の
論
書
を
用
い
て
い
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
こ
の
こ
と
か
ら
、『
往

生
拾
因
』
に
説
か
れ
る
一
切
諸
法
無
自
性
空
と
い
う
思
想
は
、
三
論
教
学
を
含
め
た

通
仏
教
的
な
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
こ
と
。
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
て

考
え
れ
ば
、
永
観
を
考
察
す
る
際
に
は
、
三
論
の
影
響
を
考
慮
し
つ
つ
も
、
三
論
と

い
う
単
一
の
視
点
か
ら
の
考
察
は
十
分
な
注
意
が
必
要
で
あ
る
と
い
え
る
。

六　

ま
と
め

以
上
の
よ
う
に
、
法
身
同
体
に
お
け
る
三
論
教
学
の
影
響
を
中
心
に
考
察
を
加
え

て
き
た
。
今
回
の
考
察
で
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
以
下
の
よ
う
な
点
で
あ

る
。ま

ず
は
永
観
が
三
論
僧
で
あ
り
、
そ
の
三
論
教
学
の
影
響
が
『
往
生
拾
因
』
に
見

ら
れ
る
と
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
、
特
に
三
論
教
学
に
お
け
る
空
思
想
を
中
心
に
構
成
さ

れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
『
往
生
拾
因
』
第
九
法
身
同
体
で
は
、
そ
の
一
切
諸

法
無
自
性
空
無
我
の
思
想
を
説
く
た
め
に
永
観
が
引
用
し
て
い
る
経
論
は
、
三
論
系

の
論
書
で
な
く
、
む
し
ろ
そ
れ
以
外
の
『
無
量
寿
経
』
や
『
華
厳
経
』、
空
海
の
『
最

勝
王
教
秘
密
伽
陀
』
な
ど
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

三
論
教
学
の
影
響
を
否
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
か
と
い
っ
て
法
身
同
体
を
一
切

諸
法
無
自
性
空
無
我
の
思
想
が
説
か
れ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
単
純
に
三
論
教
学

の
思
想
の
影
響
と
位
置
づ
け
る
の
は
い
さ
さ
か
性
急
で
あ
り
、
む
し
ろ
三
論
教
学
を

含
め
た
通
仏
教
的
な
意
味
で
の
空
思
想
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
。

さ
ら
に
厳
密
に
区
別
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
基
本
的
な
枠
組
み
と
し
て
は
、

法
身
が
如
来
蔵
思
想
を
中
心
に
、
そ
し
て
同
体
が
こ
の
三
論
教
学
を
含
め
た
通
仏
教

的
な
意
味
で
の
、
一
切
諸
法
無
自
性
空
無
我
の
思
想
が
中
心
と
な
っ
て
構
成
さ
れ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
法
身
同
体
以
外
の
点
に
お
い
て
も
、
三
論
教
学
の
影
響
が
少
な
い
（
は
っ

き
り
分
か
る
の
は
二
箇
所
の
み
）
こ
と
な
ど
も
合
わ
せ
て
、
一
切
諸
法
無
自
性
空
と

い
う
こ
の
永
観
の
法
身
同
体
の
、
さ
ら
に
は
往
生
思
想
の
中
核
を
な
す
思
想
が
、
三

論
教
学
を
中
心
と
し
た
思
想
で
は
な
く
、『
無
量
寿
経
』
と
い
う
浄
土
往
生
思
想
を

説
く
経
典
も
含
め
た
通
仏
教
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
永
観
が
そ
も

そ
も
三
論
僧
で
あ
る
と
理
解
す
る
そ
の
視
点
が
、
一
面
的
な
も
の
で
あ
り
、
た
と
え

ば
そ
の
生
涯
や
、
そ
れ
を
取
り
巻
く
様
々
な
要
因
か
ら
、
永
観
を
真
言
僧
で
あ
る
と

見
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
法
身
同
体
、
さ
ら
に
は
永
観
の
往
生
思
想
が
、
三
論

的
な
思
想
で
あ
る
と
い
う
視
点
、
加
え
て
永
観
が
三
論
僧
で
あ
る
と
い
う
視
点
、
つ

ま
り
は
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
先
行
研
究
に
お
け
る
、
永
観
の
往
生
思
想
の
位
置

づ
け
の
、
最
も
根
幹
と
な
る
部
分
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

今
回
そ
こ
ま
で
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
今
後
の
課
題
と
な
っ
て

し
ま
う
が
、
さ
ら
に
重
要
な
点
は
、
永
観
の
法
身
同
体
の
中
核
を
な
す
思
想
が
、『
無

量
寿
経
』
と
い
う
浄
土
往
生
思
想
を
説
く
経
典
も
含
め
た
通
仏
教
的
な
一
切
諸
法
無

自
性
空
の
思
想
と
い
う
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
永
観
の
立
場
、
さ
ら
に
は
永
観
の
往



永
観
の
往
生
思
想
に
お
け
る
三
論
教
学
位
置
付
け
の
再
考

�

生
思
想
、
こ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
さ
ら
に
は
位
置
づ
け
る
べ
き
な
の
か
、
こ

の
よ
う
な
点
を
も
う
一
度
考
え
直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
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舎
奈
田
智
宏
氏　

学
位
論
文
要
旨
（
課
程
博
士
）

「
永
観
と
そ
の
往
生
思
想
の
研
究
」

当
論
文
の
研
究
目
的
は
、
永
観
（
一
〇
三
三
～
一一一一



）
の
往
生
思
想
を
考
察

す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
け
る
永
観
の
位
置
づ
け
は
、
源
信
の
よ
る
『
往
生
要
集
』

等
が
撰
述
さ
れ
た
平
安
時
代
中
期
と
、
法
然
、
親
鸞
に
よ
る
浄
土
宗
、
浄
土
真
宗
の

開
宗
に
至
る
鎌
倉
時
代
初
期
、
そ
の
中
間
に
あ
た
る
平
安
時
代
後
期
に
永
観
が
活
躍

し
た
と
い
う
そ
の
時
代
的
な
背
景
と
、
さ
ら
に
は
著
作
に
お
け
る
善
導
の
『
観
無
量

寿
経
疏
』「
散
善
義
、
就
行
立
信
釈
」
の
引
用
な
ど
か
ら
、
法
然
に
先
駆
す
る
南
都

三
論
宗
の
浄
土
往
生
信
仰
者
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
そ

の
先
行
研
究
に
お
い
て
考
察
さ
れ
て
き
た
部
分
も
参
照
し
つ
つ
、
当
時
の
社
会
的
な

背
景
も
考
慮
に
入
れ
な
が
ら
、
そ
の
生
涯
や
往
生
思
想
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、

永
観
の
生
涯
、
さ
ら
に
は
永
観
の
往
生
思
想
の
新
た
な
一
面
を
見
出
す
る
こ
と
が
当

論
文
の
主
旨
で
あ
る
。

ま
ず
第
一
章
に
お
い
て
、
永
観
の
生
涯
を
伝
記
、
史
料
、
先
行
研
究
等
を
中
心
に

考
察
を
行
っ
た
。
た
だ
永
観
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
既
に
先
行
研
究
に
よ
っ
て
か
な

り
の
部
分
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
生
涯
に
つ
い
て
は
、
第
一
節
に
お
い
て
、

幾
つ
か
の
点
を
除
い
て
、
先
行
研
究
を
参
照
し
つ
つ
、
要
点
を
ま
と
め
る
こ
と
に
の

み
に
留
め
た
。
む
し
ろ
こ
の
第
一
章
の
中
心
は
、
第
二
節
に
お
い
て
、
特
に
こ
れ
ま

で
指
摘
さ
れ
て
き
た
よ
う
な
南
都
三
論
僧
と
し
て
の
永
観
で
は
な
く
、
真
言
僧
と
し

て
の
永
観
に
焦
点
を
あ
て
た
こ
と
に
あ
る
。現
存
す
る
永
観
の
著
作
や
様
々
な
史
料
、

寺
院
、
人
物
、
著
作
、
先
行
研
究
の
各
要
因
か
ら
永
観
が
真
言
僧
で
あ
る
と
い
う
位

置
づ
け
を
明
確
に
し
た
。

他
に
も
真
言
僧
永
観
と
い
う
点
の
み
な
ら
ず
、『
元
亨
釈
書
』
や
『
扶
桑
隠
逸
伝
』

な
ど
幾
つ
か
の
伝
記
に
表
れ
る
教
誨
師
と
し
て
の
一
面
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
記
さ

れ
る
内
容
か
ら
、
活
動
な
ど
を
考
察
し
、
教
誨
師
永
観
と
い
う
位
置
づ
け
を
行
っ
た
。

以
上
が
第
一
章
の
内
容
で
あ
り
、
基
本
は
、
永
観
の
生
涯
を
ま
と
め
つ
つ
、
真
言
僧

と
い
う
位
置
づ
け
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
主
眼
を
置
い
た
。

第
二
章
に
お
い
て
は
、
第
一
章
に
お
け
る
考
察
で
導
き
出
さ
れ
た
、
真
言
僧
永
観

と
い
う
点
を
基
本
に
置
き
つ
つ
、
永
観
の
往
生
思
想
に
お
け
る
、
滅
罪
、
菩
提
心
、

仏
身
観
、
臨
終
行
義
、
真
言
陀
羅
尼
読
誦
と
い
っ
た
点
を
考
察
し
、
さ
ら
に
こ
れ
ら

の
考
察
を
通
じ
て
、
永
観
の
往
生
思
想
に
お
け
る
真
言
密
教
の
影
響
を
考
察
し
、
真

言
密
教
の
影
響
を
よ
り
深
く
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
滅
罪
や
菩
提
心
な
ど

を
検
討
し
た
中
で
は
、
共
に
密
教
の
中
で
も
特
に
阿
字
観
の
影
響
が
大
き
く
、
阿
字

観
や
『
大
日
経
疏
』
に
関
連
す
る
、
自
性
清
浄
心
や
浄
菩
提
心
と
い
っ
た
点
が
密
教

的
影
響
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
た
こ
の
密
教
の
影
響
の
考
察
は
、
そ
の
内
容
か
ら
必
然
的
に
『
往
生
拾
因
』
第

九
法
身
同
体
が
考
察
の
中
心
と
な
っ
た
が
、
こ
の
法
身
同
体
の
考
察
を
し
て
い
く
中

で
、
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
如
来
蔵
思
想
、
特
に
『
大

乗
起
信
論
』
を
中
心
と
す
る
影
響
に
つ
い
て
も
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

第
三
章
で
は
、ま
ず
第
一
節
に
て
『
往
生
拾
因
』
全
体
に
お
け
る
『
大
乗
起
信
論
』

の
影
響
を
検
証
し
た
。
第
二
節
で
は
、
永
観
の
往
生
思
想
に
お
け
る
、
難
行
と
易
行

の
関
係
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
、
第
三
節
で
は
、
永
観
の
往
生
思
想
に
お
い
て
重
要

な
意
味
を
持
つ
、「
一
心
」
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
。
最
後
に
第
四
節
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
滅
罪
や
菩
提
心
、
一
心
な
ど
の
様
々
な
要
因
、
問
題
も
絡
め
て
機
根
観
を

論
じ
た
。
機
根
観
と
い
う
視
点
か
ら
見
え
て
く
る
の
は
、
永
観
が
主
に
二
種
の
機
根

を
念
頭
に
お
い
て
、
往
生
思
想
を
構
成
し
て
い
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ

ら
の
よ
う
な
永
観
の
機
根
論
の
背
景
に
は
、
永
観
の
衆
生
観
が
存
在
す
る
。
そ
の
機

根
観
、
衆
生
観
の
存
在
が
、
永
観
の
往
生
思
想
の
様
々
な
点
に
お
い
て
二
面
性
を
有

す
る
背
景
に
あ
る
と
い
え
る
。
以
上
の
よ
う
な
要
因
か
ら
、
永
観
の
念
仏
行
は
、
全

体
と
し
て
二
面
性
を
有
し
て
い
る
と
い
う
結
論
に
辿
り
つ
い
た
。

最
後
に
第
四
章
に
お
い
て
、『
往
生
拾
因
』
の
注
釈
書
の
一
つ
で
あ
る
、
酉
誉
聖

聰
の
『
往
生
拾
因
見
聞
』
の
翻
刻
を
お
こ
な
っ
た
。



結
果
的
に
は
、
当
初
の
目
的
で
あ
っ
た
密
教
の
影
響
を
考
察
す
る
と
い
う
点
に
お

い
て
は
、
永
観
が
真
言
僧
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
明
確
に
は
出
来
た
も
の
の
、
筆
者

が
予
想
し
て
い
た
ほ
ど
密
教
の
影
響
を
探
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
反
面
予
想
し

て
い
な
か
っ
た
『
大
乗
起
信
論
』
の
影
響
や
、三
論
教
学
の
影
響
の
再
検
討
、「
一
心
」

の
定
義
な
ど
新
た
な
視
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
主
要
な
点
以
外
に
も
、
多

く
の
新
た
な
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
同
時
に
未
解
決
の
問
題
や
さ
ら
に

考
察
を
必
要
と
す
る
部
分
も
多
く
残
り
、
今
後
さ
ら
に
永
観
に
つ
い
て
考
察
を
加
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。


